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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】簡易な構成で融雪を促すことができると共に雨
樋としても強度に優れた雪止め兼用雨樋及びこれを用い
た屋根構造を提供する。
【解決手段】雪止め兼用雨樋１は、排水用の貫通孔を有
する基板２０と、基板２０の軒先側の一端から延出して
、前記基板に対して空間部を介して覆設し棟部側が開口
する開口部を有する覆設部材１０とを備えている。覆設
部材１０は、基板２０の一端から立設した立設板１１と
、立設板１１に接続し、基板２０に対して棟部方向に傾
斜した傾斜板１２と、傾斜板１２に接続し、傾斜板１２
から基板２０に対して垂下した垂下板とからなる。覆設
部材１０の端部は、排水の流出を防ぐ蓋部材１７で閉塞
されていることが好ましい。雪止め兼用雨樋１を用いた
屋根構造は、基板２０底部に備えた凹部に挿着した係止
板と、基板２０の棟部側の端部２０ａを覆設した覆設板
部材７０とを屋根に固着している。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建物の屋根の軒先上面に載置固定する雪止め兼用雨樋であって、
　排水用の貫通孔を有する基板と、
　該基板の軒先側の一端から延出して、前記基板に対して空間部を介して覆設し棟部側が
開口する開口部を有する覆設部材と、
を備えたことを特徴とする雪止め兼用雨樋。
【請求項２】
　前記覆設部材は、前記基板の一端から立設した立設板と、該立設板に接続し、前記基板
に対して棟部方向に傾斜した傾斜板と、該傾斜板に接続し、該傾斜板から該基板に対して
垂下した垂下板とからなる請求項１に記載の雪止め兼用雨樋。
【請求項３】
　前記基板底部に前記屋根に固定する係止板を挿着するための凹部を備えた請求項１又は
２に記載の雪止め兼用雨樋。
【請求項４】
　前記覆設部材の端部は、排水の流出を防ぐ蓋部材で閉塞されている請求項１乃至３のう
ちのいずれか１項に記載の雪止め兼用雨樋。
【請求項５】
　アルミニウム製である請求項１乃至４のうちのいずれか１項に記載の雪止め兼用雨樋。
【請求項６】
　請求項３乃至５のうちのいずれか１項に記載の雪止め兼用雨樋を、建物の屋根の軒先上
面に載置固定した屋根構造であって、基板底部に備えた凹部に挿着した係止板と、前記基
板の棟部側の端部を覆設した覆設板部材と、を屋根に固着した屋根構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は雪止め兼用雨樋及びこれを用いた屋根構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　建物の屋根の軒先には、雨だれを防ぐために、上方に開口した半円筒形の雨樋が設置さ
れるのが通常である。また、冬季において積雪の多い地域においては、屋根からの積雪の
落下を防ぐために雪止めが設置されている。
　冬季においては、雨樋は凍結しやすく、雪止めによって雨樋を積雪からある程度防ぐこ
とができたとしても、凍結した雨水の重量によって破損を生じやすい。
　ここで、雨樋の凍結防止構造の技術が提案されている（例えば、特許文献１参照。）。
　この特許文献１によると、屋根の軒先部先端から雨樋の外側の縁にかけて樋カバ－を設
置する構成となっている。このため、雨樋内への積雪の侵入を防止することができると共
に、積雪の融雪水は樋カバ－の下側を流下して雨樋内に滴下できる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平７－１８９４４１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、特許文献１に記載の雨樋の凍結防止構造は、雨樋が、屋根の外側に設置されて
いるため、依然として雨樋が雨水で満たされて凍結した場合には、その重量は大きなもの
となり、雨樋に対する負荷が大きくなる。
【０００５】
　本発明は、前記の問題を解決するものであり、簡易な構成で融雪を促すことができると
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共に雨樋としても強度に優れた雪止め兼用雨樋及びこれを用いた屋根構造を提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は以下の通りである。
　１．建物の屋根の軒先上面に載置固定する雪止め兼用雨樋であって、
　排水用の貫通孔を有する基板と、
　該基板の軒先側の一端から延出して、前記基板に対して空間部を介して覆設し棟部側が
開口する開口部を有する覆設部材と、
を備えたことを特徴とする雪止め兼用雨樋。
　２．前記覆設部材は、前記基板の一端から立設した立設板と、該立設板に接続し、前記
基板に対して棟部方向に傾斜した傾斜板と、該傾斜板に接続し、該傾斜板から該基板に対
して垂下した垂下板とからなる１．に記載の雪止め兼用雨樋。
　３．前記基板底部に前記屋根に固定する係止板を挿着するための凹部を備えた１．又は
２．に記載の雪止め兼用雨樋。
　４．前記覆設部材の端部は、排水の流出を防ぐ蓋部材で閉塞されている１．乃至３．の
うちのいずれか１項に記載の雪止め兼用雨樋。
　５．アルミニウム製である１．乃至４．のうちのいずれか１項に記載の雪止め兼用雨樋
。
　６．３．乃至５．のうちのいずれか１項に記載の雪止め兼用雨樋を、建物の屋根の軒先
上面に載置固定した屋根構造であって、基板底部に備えた凹部に挿着した係止板と、前記
基板の棟部側の端部を覆設した覆設板部材と、を屋根に固着した屋根構造。
【発明の効果】
【０００７】
　１．本発明の雪止め兼用雨樋は、基板の軒先側の一端から延出して、基板に対して空間
部を介して覆設し棟部側が開口する開口部を有する覆設部材を備えているため、簡易な構
成で融雪を促すことができると共に雨樋としても強度に優れている。すなわち、覆設部材
に対して太陽光が降り注ぐことで、加熱され内部に入り込んだ雪、凍結した雨水などが融
けやすくなる。更に、屋根上に載置固定されるため、大量の雪、凍結した雨水などが入り
込んでも屋根によって支えられるため、強度的に優れたものとなる。
　２．覆設部材は、立設板と、棟部方向に傾斜した傾斜板と、該傾斜板から垂下した垂下
板とからなる場合には、傾斜板が太陽光を受けやすく、特に効率よく融雪を促すことがで
きる。
　３．基板底部に屋根に固定する係止板を挿着するための凹部を備えている場合には、雪
止め兼用雨樋を確実に屋根に固定することができる。
　４．覆設部材の端部が、排水の流出を防ぐ蓋部材で閉塞されている場合には、端部から
の排水の流出を防ぐことができる。
　５．雪止め兼用雨樋がアルミニウム製である場合には、熱伝導性が高いため特に融雪を
促す効果が高いものとなる。
　６．雪止め兼用雨樋を、基板底部に備えた凹部に挿着した係止板と、基板の棟部側の端
部を覆設した覆設板部材とで屋根に固着した屋根構造である場合には確実に雪止め兼用雨
樋を屋根に固定することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の実施形態に係り、雪止め兼用雨樋の斜視図である。
【図２】本発明の実施形態に係り、雪止め兼用雨樋を用いた屋根構造の斜視図である。
【図３】図２におけるＸ－Ｘ断面図である。
【図４】図２におけるＹ－Ｙ断面図である。
【図５】本発明の実施形態の作用効果を示す説明断面図である。
【図６】本発明の他の実施形態に係り、雪止め兼用雨樋の斜視図である。
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【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、図１～図６を参照しながら本発明を詳しく説明する。尚、本発明は、かかる図に
記載された具体例に示すものに限られず、目的、用途に応じて種々変更したものとするこ
とができる。
［１］雪止め兼用雨樋
　雪止め兼用雨樋１は、本発明を具体化している。雪止め兼用雨樋１は、図１及び図２に
示すように、屋根の軒先上面に載置固定する部材であって、排水用の貫通孔２０ｈを有す
る基板２０と、基板２０の軒先側の一端から延出して基板２０に対して空間部２５を介し
て覆設し棟部側が開口する開口部１５を有する覆設部材１０とを備えている。
【００１０】
　基板２０は平板状であればその他の形状は特に限定はないが、屋根の軒先上面に載置す
るため、通常矩形である。そして、排水用の貫通孔２０ｈを有している。貫通孔の大きさ
、形状も特に限定はないが、縦樋に接続するため、円形であり、径は通常５０～７０ｍｍ
である。
【００１１】
　覆設部材１０は、軒先側の一端から延出して基板２０に対して空間部２５を介して覆設
し棟部側が開口する開口部１５を有するように形成されていれば特に限定はない。
　覆設部材１０は、基板２０の一端から立設した立設板１１と、立設板１１に接続し、基
板２０に対して棟部方向に傾斜した傾斜板１２と、該傾斜板１２に接続し、傾斜板１２か
ら基板２０に対して垂下した垂下板１３とからなることが好ましい。
　このように構成されることで、覆設部材１０が全体として雨樋の役割を果たし、垂下板
１３が雪止めとしての役割を果たす。
　そして、傾斜板１２が太陽光を効率よく受けやすく、空間部２５に入り込んだ雪や、凍
結した雨水も、図５に示すように融けやすくなる。
【００１２】
　基板２０の底部に、屋根に固定する係止板６０を挿着するための凹部２０ｓを備えてい
る場合には、雪止め兼用雨樋１を確実に屋根に固定することができる。
　また、図２の示すように、覆設部材１０の端部が、排水の流出を防ぐ蓋部材１７で閉塞
されていることが好ましく、こうであれば、端部からの排水の流出を防ぐことができる。
　なお、ある程度排水が流出をするように、流出孔１７ｈを設けることもできる。
【００１３】
　雪止め兼用雨樋の材質は特に限定はないが雪、凍結した雨水の融解を促進するように熱
伝導性が高い金属であることが好ましい。例えばアルミニウムが好適に用いられる。なお
、雪止め兼用雨樋全体がアルミニウム製でなくても、例えば、覆設部材のみ、或いは傾斜
板のみがアルミニウム製であってもよい。
【００１４】
（作製）
　雪止め兼用雨樋１を作成する方法は特に限定はなく、例えば、１枚の板を３回折り曲げ
加工して、基板２０、立設板１１、傾斜板１２、垂下板１３を形成することによって、一
体に形成し、更に凹部２０ｓを形成する突設片２１を基板２０の底部に接合して作製する
ことができる。
　また、図１に示すように、基板用板材２０Ａと、覆設部材用板材１０Ａを用意して、そ
れぞれを加工して接合することもできる。
　すなわち、基板用板材２０Ａの端部を直角に折り曲げて立設板１１を形成し、更に鈍角
に折り曲げて傾斜板１２の一部を形成する。
【００１５】
　そして、覆設部材用板材１０Ａの一端部を小さく直角に折り曲げて、係止板挿着用の凹
部２０ｓと立設板１１を形成し、更に鈍角に折り曲げて傾斜板１２を形成し、更に鋭角に
折り曲げて垂下板１３を形成することができる。
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　こうして基板用板材２０Ａと、覆設部材用板材１０Ａから得られたそれぞれの部材を図
１、図２に示すように接合すれば、雪止め兼用雨樋１が完成する。このようにして得られ
た雪止め兼用雨樋１は、重なり部分が堅固に形成されるため、特に強度に優れるものとな
る。
【００１６】
　雪止め兼用雨樋２も、本発明を具体化している。雪止め兼用雨樋２は、図６に示すよう
に、排水用の貫通孔４０ｈを有する基板４０と、基板４０の軒先側の一端から延出して基
板４０に対して空間部４５を介して覆設し棟部側が開口する開口部３５を有する覆設部材
３０とを備えている。
【００１７】
　基板４０の構成については、基板２０と同様であり、その説明を省略する。
　覆設部材３０は、軒先側の一端から延出して基板４０に対して空間部４５を介して覆設
し棟部側が開口する開口部３５を有するように形成されている。覆設部材３０は、基板４
０の一端から立設し、半円筒形状をなしている。そして、この半円筒部分が太陽光を効率
よく受けやすく、空間部４５に入り込んだ雪や、凍結した雨水が融けやすくなる。
【００１８】
　基板４０の底部に、屋根に固定する係止板を挿着するための凹部４０ｓを備えており、
雪止め兼用雨樋２を確実に屋根に固定することができる。
　また、覆設部材２０の端部が、排水の流出を防ぐ蓋部材で閉塞されていることが好まし
い点、ある程度排水が流出をするように、流出孔を設けることができる点は、雪止め兼用
雨樋１と同様である。
【００１９】
　雪止め兼用雨樋２の材質についても熱伝導性が高い金属であることが好ましい点、例え
ばアルミニウムが好適に用いられる点は、雪止め兼用雨樋１と同様である。
【００２０】
　雪止め兼用雨樋２を作成する方法も特に限定はないが、図６に示すように、基板用板材
４０Ａと、覆設部材用板材２０Ａを用意して、それぞれを加工して接合することもできる
。その作製方法及び、接合により強度が大きくなる作用効果については、雪止め兼用雨樋
１と同様であり、その説明を省略する。
【００２１】
［２］雪止め兼用雨樋を用いた屋根構造
　雪止め兼用雨樋１を用いた屋根構造について、以下説明する。図２、３に示すように、
屋根本体となる平部５０に鼻隠し５１と破風板５５を備えた屋根において、平部５０先端
から上部に向かって先端を被覆した被覆板７５上に、雪止め兼用雨樋１が載置され、固着
具９２で平部５０に固着される。
　そして、凹部２０ｓに挿入された突設片２１を係止板６０で押圧し、固着具９１で固定
される。
【００２２】
　更に、雪止め兼用雨樋１の基板２０の棟部側の端部２０ａを覆設板部材７０の押圧部７
０ａで押圧固定されている。
　このように構成することで、雪止め兼用雨樋１を屋根に確実に固定できると共に、平部
５０に対して雨水などが漏れるのを確実に防ぐことができる。
　そして、図２に示すように、貫通孔２０ｈには排水のための縦樋８０が接続されている
。
　なお、雪止め兼用雨樋１は、端部同士を接続して、屋根の軒先上面全体に亘って施工さ
れる。
【００２３】
（作用）
　以上の構成の雪止め兼用雨樋１及びこれを用いた屋根構造について作用を説明する。
　図５に示すように、屋根上に次第に雪が積もると、積雪部９５が、雪止め兼用雨樋１に
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向かって押し寄せ、垂下板１３に押圧して留まる雪と、開口部１５から空間部２５内に入
る雪とに分かれる。空間部内の雪９５ａは、太陽光で加熱され雨水９８へと変化する。そ
うすると、雨水９８は貫通孔２０ｈから縦樋８０へと流出する。
　なお、積雪が多く垂下板１３を乗り越えた雪は傾斜板１２上を滑って軒下へ落下する。
この場合、角部１７が鋭角に形成されているため、積雪を切断するカッターとして機能し
、垂下板１３を乗り越えた雪は、切断されることにより軒下への落下が促進される。
【００２４】
　また、積雪がなく雨樋としてのみ使用する場合においても、棟部側から、開口部１５に
流入した雨水が空間部２５に溜ったのち、貫通孔２０ｈから縦樋８０へと流出する。
　更に、空間部２５に雨水が溢れ、貫通孔２０ｈからの流出が追い付かない場合には、蓋
部材１７に穿設した流出孔１７ｈから雨水を流出させることができる。
【符号の説明】
【００２５】
１、２；雪止め兼用雨樋、１０、３０；覆設部材、１１；立設板、１２；傾斜板、１３；
垂下板、１５、３５；開口部、１７；蓋部材、２０、４０；基板、２０ａ；棟部側の端部
、２０ｈ、４０ｈ；貫通孔、２０ｓ；凹部、２５、４５；空間部、６０；係止板、７０；
覆設板部材

【図１】 【図２】
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